
看護関連事業の概要

H30 R1 R2 R3 R4 R5

① 県立の看護師養成所の運営。 卒業者数：314人
卒業者数：192人
※平塚看護大学校0人
　(4年制化のため)

卒業者数：288人 卒業者数：271人 卒業者数：263人 卒業者数：242人 850,941 一財

② 看護師等養成所に対して運営費を補助。 補助施設数：19施設 補助施設数：19施設 補助施設数：19施設 補助施設数：18施設 補助施設数：18施設 補助施設数：17施設 457,814 基金

③ 看護師等養成所の新築、改修等に要する工事費に対して補助。 補助施設数：１施設 補助施設数：２施設 321,605 基金

④ 看護実習受入施設による学生の受入拡充に必要な費用に対して補助。 補助施設数：42施設 補助施設数：44施設 補助施設数：26施設 補助施設数：41施設 補助施設数：61施設 補助施設数：67施設 17,859 基金

⑤
看護職員等の確保及び県内定着を図るため、看護職員等養成施設に在学する者に対し、修学資
金を貸付け。

新規貸付者数
289人

新規貸付者数
195人

新規貸付者数
182人

新規貸付者数
200人

新規貸付者数
207人

新規貸付者数
217人

216,409
一財
基金

⑥
経済連携協定（EPA）に基づき入国した外国人看護師等を支援するため、国家試験対策講座を実
施するとともに、施設が行う学習支援に対して補助。

補助施設数：3施設 補助施設数：2施設 補助施設数：3施設 補助施設数：3施設 補助施設数：3施設 補助施設数：２施設 4,652 一財

⑦ 病院等が行う院内保育事業の運営費に対して補助。 補助施設数：124施設 補助施設数：119施設 補助施設数：122施設 補助施設数：118施設 補助施設数：116施設 補助施設数：125施設 399,698
一財
基金

⑧ 院内保育所施設整備費補助 新たに開設する院内保育所の施設整備に対して補助。 補助施設数：1施設 補助施設数：0施設 補助施設数：0施設 補助施設数：0施設 補助施設数：１施設 補助施設数：１施設 7,718 基金

⑨ 各病院等が行う新人看護職員研修に対する支援。
施設数：134施設
受講人数：3,272人

施設数：136施設
受講人数：3,186人

施設数：145施設
受講人数：3,404人

施設数：149施設
受講人数：3,389人

施設数：154施設
受講人数：3,372人

施設数：149施設
受講人数：3,299人

98,098 基金

⑩ こころの相談事業
県内で就業しているすべての看護職員及び看護補助者が、仕事に関する悩みや不安を気軽に安
心して相談できるよう、臨床心理士等による相談窓口を設置し、相談を受ける。

823 一財

⑪
無料職業紹介事業や離職した看護職員の登録及び登録職員への定期的な情報提供。離職者の
再就業促進のため、普及啓発、相談会を実施。

届出登録者数（延べ）：
3,404人
就職者数：457人

届出登録者数（延べ）：
4,248人
就職者数：511人

届出登録者数（延べ）：
5,265人
就職者数：665人

届出登録者数（延べ）：
6,258人
就職者数：1,137人

届出登録者数（延べ）：
6,873人
就職者数：671人

届出登録者数（延べ）：
7,538人
就職者数：712人

48,251
一財
基金

⑫ 公立大学法人神奈川県立保健福祉大学に対して、看護実習指導者等研修事業の運営費を交付。
実習指導者養成数
70人

実習指導者養成数
69人

実習指導者養成数
0人

実習指導者養成数
54人

実習指導者養成数
61人

実習指導者養成数
71人

28,406 一財

⑬ 看護師等資質向上推進事業
医療の高度化・専門化等多様化する医療ニーズに対応するため、必要な体制整備を行うとともに、
質の高い看護を提供できる看護師等の育成・確保・定着を図る。

看護研修（准看護師）
准看護師が安全に配慮した看護が提供できるように、基礎的な知識・技術の習得を図るとともに、
看護師課程への進学を支援。

4回開催　163名 4回開催　131名 3回開催　77名 4回開催　68名 2回開催　49名　 2回開催　36名　

看護研修（助産師） 助産師が自立して働くために知識・技術を習得し、助産ケアの質向上を図る。 2回開催　153名 2回開催　141名 2回開催　108名 2回開催　75名 2回開催　105名 2回開催　78名

看護研修（看護管理者）
看護師長以上等を対象とし、組織における看護管理者の役割を理解し、資質の向上・能力の拡大
を図る。

3回開催　481名 3回開催　232名 3回開催　141名 3回開催　133名 ３回開催　125名 ３回開催　141名

看護研修（研修責任者）
病院現場で研修責任者が抱えている課題をもとに研修を行うことにより、各病院での質の高い研修の実施
を促進し、教育の質の向上を図る。

1回開催　68名 1回開催　66名 1回開催　41名 1回開催　42名 1回開催　36名 1回開催　50名

看護研修（実地指導者）
病院等の実地指導者がガイドラインに示されている新人看護職員研修の実施に必要な能力を習
得する。

2回開催　187名 2回開催　181名 3回開催　182名 3回開催　163名 ３回開催　161名 ３回開催　177名

保健師研修
実習指導を担当する保健師を対象に、保健師の実習指導に必要な基本知識について学び、実習
指導者としてスキルアップを図る。

1回開催　32名 1回開催　42名 1回開催　52名 1回開催　51名

（４）外国人看護師候補者等の支援

外国人看護師等候補者支援事業

看護師等養成所施設整備費補助

（３）学生・実習受入施設への支援

看護実習受入拡充事業費補助

看護師等修学資金貸付事業

看護師等養成所運営費補助

番号 事業 内容
実績

１　養成数の拡充

（１）県立看護専門学校での養成

県立看護専門学校の運営

（２）民間養成施設への支援

R６予算額
(千円)

財源

２　離職防止

（１）院内保育の整備支援

院内保育事業運営費補助

（２）新人看護職員等の離職防止対策

基金

7,681

新人看護職員研修事業費補助

（３）看護職員等の離職防止対策

３　再就業支援

ナースセンター

４　卒後教育の充実

看護実習指導者等研修事業
（保健福祉大学交付金の一部）

参考資料５



看護関連事業の概要
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番号 事業 内容

実績 R６予算額
(千円)

財源

参考資料５

⑭ 周産期医療従事看護職員資質向上研修
周産期医療従事看護職員が、ハイリスク出産に対応した安心・安全なお産のため、安全管理や最
新知識に基づく実践を学び、能力の向上を図る。

8回開催　230名 8回開催　210名 4回開催　213名 7回開催　369名 ９回開催　231名 ８回開催　355名 1,690

地域看護師の周知・広報 地域看護師養成事業について検討し、周知・広報を行う。
検討会開催(３回)
看護部長会における啓発

検討会開催(３回)
実習病院連絡協議会総会後
研修会における啓発

739

啓発冊子作成・配布
看護の仕事や看護職の資格取得についての小冊子（「看護への道　やさしさがキャリアになる」）等
を作成。

作成数：18,000部 作成数：18,000部 作成数：18,000部 作成数：18,000部 作成数：8,000部
作成数
冊子：12,000部
チラシ：45,000枚

1,650

⑮ 看護師等育成事業費補助 看護教育活動への支援などを行い、看護職員の確保及び育成等を促進。 補助額　514千円 補助額　542千円 補助額　366千円 補助額　526千円 補助額　　　526千円 補助額　　　542千円 542 基金

⑯ 都道府県保健師助産師看護師等実習指導者講習会実施要綱に沿った講習会を開催。
実習指導者養成数
207人

実習指導者養成数
213人

実習指導者養成数
87人

実習指導者養成数
233人

実習指導者養成数
209人

実習指導者養成数
207人

9,175 基金

⑰
看護師が特定行為研修を受講する際に指定研修機関に支出した経費のうち、事業者が当該看護
師に支払った経費を補助。

4団体　4名 4団体　4名 1団体　2名 9団体　36名 15団体　19名 21団体　 7,500 基金

⑱

訪問看護ステーション・医療機関等の看
護職員相互研修

訪問看護ステーションの看護職員と医療機関の看護職員が一堂に会し、講義やグループワークを
通じて交流し、相互の施設で演習を行う。

受講者数：136名 受講者数：123名 受講者数：103名 受講者数：108名 受講者数：110名 受講者数：119名 4,306

訪問看護管理者研修
訪問看護ステーションの運営を行う管理者に対し、制度活用研修、初任管理者向け研修及びフォ
ローアップ研修、スキルアップ研修を実施。

受講者数：257名 受講者数：263名 受講者数：262名 受講者数：287名 受講者数：280名 受講者数：228名 680

訪問看護師養成講習会
国が示しているカリキュラム等に沿って訪問看護に必要な基礎的知識・技術を修得させる講習会を
実施する。

受講者数：64人 受講者数：60人 受講者数：63人 受講者数：59人 受講者数：52人 受講者数：53人 7,526

訪問看護導入研修
訪問看護ステーションへの就業に関心のある看護職員に対し、講義、現場見学、先輩訪問看護師との相談会により、
訪問看護の魅力を知り、訪問看護に従事する動機づけをする。

受講者数：118人 受講者数：104人 受講者数：106人 受講者数：92人 受講者数：98人 受講者数：156人 4,054

新任訪問看護師育成事業
新任訪問看護師育成プログラム等を活用し、訪問看護未経験の看護師に対してどの訪問看護ス
テーションでも一定の教育ができるよう、研修を実施。

受講者数：371名 受講者数：306名 受講者数：284名 受講者数：149名 1,000

⑲ 訪問看護ステーションに対し、各地域の訪問看護師を対象とした研修等に係る経費を補助。 8医療圏（5団体） 7医療圏（5団体） ４医療圏（2団体） 3医療圏（3団体） ２医療圏（２団体） ２医療圏（２団体） 3,000 基金

⑳
地域でコロナ医療など一定の役割を担う医療機関に勤務する看護職員を対象に、賃上げ効果が
継続される取組みを行うことを前提として、月額6,000円程度引き上げるための支援。

293,570 国庫

㉑
県内の看護補助者の現状やニーズを把握し、看護補助者確保策の基礎データとし、効率的な看護
補助者確保策を実施するために、県内看護補助者の実態調査・分析及び看護補助者の確保策
（案）作成委託を実施する。

3,830 基金

㉒
病院での移乗支援、移動支援、排泄支援、見守り・コミュニケーション、入浴支援のいずれかの場
面において使用することで、効率化や負担軽減などの効果がある機器の導入に対し、経費の一部
を補助。

補助施設数：15施設 107,049 基金

㉓
看護業務の効率化・省力化を図るため、看護業務の効率化・省力化に資するICT機器の導入経費
の一部を補助する。 172,800 基金

3,079,066

５　在宅医療への支援

基金

訪問看護推進支援事業

４　卒後教育の充実

看護実習指導者養成事業

特定行為研修受講促進事業費補助

基金

教育支援ステーション事業費補助

６　看護補助者の処遇改善

看護補助者処遇改善事業費補助

７　勤務環境改善

合計

看護業務等アシスト機器導入支援事業費補助

看護業務等ＩＣＴ導入新事業費補助
(新規）

看護補助者確保事業
（新規）


